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 点滅論法が、「可能」の多義性による誤謬推論であることは〔三浦、柴田 2011〕で指摘

した。本発表では、それを言い換える形で多義性誤謬を指摘しなおす。 
 〔水本 2010〕p.46 の「前提４」の根拠とされているらしい意味論的前提は、「クオリア

の属性はどれも現象的に気づかれることが可能」つまり「クオリアの属性はどれもクオリ

アの内容であることが可能」（Ｘが現象的属性でありえない属性を持つならＸはクオリアで

はない）というものである。つまり前提４に必要な暗黙の前提は「クオリアの属性はみな

クオリアでありうる」という命題である（前提Ｓ）。 
 白い犬の「白」は犬ではありえない。一般に、Ｘについて述定される属性がＸの一例で

ありうるとは限らない。Ｘがクオリアの場合も同じ。「赤のクオリア」の「赤」はクオリア

だが、「＊＊神経に起因するクオリア」の「＊＊神経に起因する」はクオリアではないし、

クオリアではありえない。「クオリアが＊＊神経に起因する」ことそのものを「感じる」こ

とは不可能である（「このクオリアが＊＊神経に起因しているように」感じたとしても、そ

れは「＊＊神経に起因する」という外在的事態とは別物）。「死の１年前に現れたクオリア」

の「死の１年前に現れた」もクオリアではありえない。「今こそ死の１年前だ」という実感

的予感はクオリアとして生じうるが、「死の１年前」という時間的位置属性はクオリアでは

ありえない。「消滅したクオリア」の「消滅」もクオリアではありえない。それらは現象的

意識内容とはなりえない外在的属性である。 
 つまり前提Ｓは誤りである。「点滅」は、クオリアの内容（内在的属性）とクオリアに起

こること（外在的属性）との両義性を持つ。両者は全く別の性質だ。前者なら現象的に気

づかれるし、後者なら現象的に気づかれることは不可能である。 
 〔水本、2006〕p.69「我々がそれと気付かないままクオリアが突然消え去る・・・」に

よると、「点滅」は「点滅している感じ」ではなく、特定人物に関する心身ＳＶ法則の断続

のことであり、クオリアの外在的属性が意味されている。つまり、点滅それ自体はクオリ

アではありえないとされる。だからこそ前提３（点滅は気付かれることは不可能）が認め

られたのであり、「点滅」のこの語義では、前提４（点滅は気付かれることが可能）は真た

りえない。 
 よって、仮定「ゾンビは可能である」から、前提３と前提４の両方を真として導くよう

な「点滅」の語義は存在しない。（あるいは、「点滅」の語義を前提ごとに変えてよいなら、

前提３と前提４は字面が矛盾するだけで、意味は矛盾しない）。仮定以外のすべてを整合的

に調えた上で矛盾を導き出すのが帰謬法なので、ここで帰謬法は失敗している。 
 一対の様相命題に矛盾を認めるためには、すべての様相語を同じ論理空間で評価せねば



ならない（三浦、柴田 2011）。同様に、すべての述語を同じ辞書で解釈せねばならない。

語の意味を途中で変えてはならないのである。 
 他にも、前提５を導くための推論規則が不明である等、多くの瑕疵が見受けられるが、

さしあたり、以上の多義性誤謬を指摘すれば十分だろう。 
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